
大東文化大学・外国語学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６３６

基盤研究(C)（一般）

2017～2014

大学生の言語ポートレート研究―特徴分析と作成支援アプリの開発

A Study of Japanese University Students' Language Portraits

５０３１８６９８研究者番号：

姫田　麻利子（HIMETA, Mariko）

研究期間：

２６３７０７０６

平成 年 月 日現在３０   ６ １７

円     3,100,000

研究成果の概要（和文）：言語ポートレートは、いろいろな言語と自分の関わりをあらわす自画像である。
複数の言語リソースをレパートリーに持つ人々は、相手や状況により変動するリソースの価値の見込みとアイデ
ンティティの戦略にもとづき、コミュニケーションを工夫する。言語ポートレートは、言語リソースの価値変動
のなかで経験した葛藤のふりかえりや、複層的なアイデンティティの意識化をうながすことで、そうした創造的
なコミュニケーション力の発展を助ける。また移動の経験によるポートレートの変化を追う調査により、その力
の発展の例示を引き出すことができる。

研究成果の概要（英文）：We discussed Japanese university students' perceptions of their linguistic 
resources through their language portraits -- self-portraits representing the subject's relationship
 with languages. While not having much experience practicing the languages that they learned, their 
sense of self drawn on their language portrait was limited to being a learner rather than a social 
agent. However, after studying abroad, they expressed new values in their languages and plural 
identities, which could be considered as a development toward plurilingual and intercultural 
competence. In participating in the language portrait activity, students are invited to realize 
their own value of languages that reflects their experience of otherness. Also it helps their 
teacher to recognize development that can be difficult to evaluate by referring to the traditional 
objectives of language learning.

研究分野：外国語教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) Plurilingualism 
 Plurilingualism と いう 用語は、 CEFR 
(Council of Europe, 2001)の翻訳『外国語教育
の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共通
参照枠』(2004) 以来、「複言語主義」の訳語
で日本でも普及した。2000 年代、「複言語主
義」は、英語以外の外国語教育にとっては存
在意義の新しい拠り所として、また、学校で
科目として提供する言語数を多様化する主
張や、その言語科目間で目標とする能力記述
を共有する取組みを支える理念として、参照
された。Plurilingualismは、戦争の歴史を超え
て統合されたヨーロッパにおいて言語の多
様性と言語権の促進を約束し、活発な人的交
流と相互和解をめざすために採用された言
語政策である一方、個人の複数言語使用を指
す用語でもある。2001年版 CEFRは、レベル
ごとの例示的能力記述文 Can do リストにお
いて、単一言語使用の母語話者モデルを手放
さなかったとはいえ、Plurilingualismの観点で
は「言語教育の目的は根本的に変更され[…] 
一つか二つの言語（三つでももちろんかまわ
ないが）を学習し、それらを相互に無関係の
ままにして、究極目標として理想的母語話者
を考えるといったようなことはなくなる」と
提言されている。 
 
(2) 母語話者基準では評価できない力 
 1996年版CEFR改訂のための欧州評議会委
託研究のひとつ、Coste, Moore et Zarate 
(1997/2009)によれば、「複言語・複文化能力」
とは、母語話者基準から見れば断片的な言語
リソース，文化リソースの寄せ集めレパート
リーの中から，相手しだい，状況しだいで，
アイデンティティの利益となるものを選び
出し，コミュニケーション方法を調整する力
である。 
 相手や状況しだいで自分のレパートリー
の価値が変わることへの気づきや、価値変動
を先読みして利益のある部分を選びだす力
は、学校で教えない。地理的な移動や言語文
化の移動にともない、自分のレパートリーに
対して自分が抱くイメージと、表現したい自
己イメージ、相手はどんな言語文化レパート
リーを持っているか、また相手は自分のレパ
ートリーをどう評価するかというイメージ
を総合的に判断し、アイデンティティの利益
を賭けコミュニケーション方法を選ぶ経験
を繰り返し、複言語使用の力をそれぞれ独学
で身につけている。 
 
２．研究の目的 
 従来の学校的外国語能力基準、あるいは母
語話者基準で評価してこなかったこうした
力の発展を認めるために、どんな方法がある
だろうか。移動する子ども達が、これまでの
経験や現在の使用状況等、自分の言語世界を
ふりかえるために、ヨーロッパやカナダで行
われている取組みのひとつに言語ポートレ

ートがある。子供向けに工夫された言語バイ
オグラフィの様式の１つと考えられる。自分
といろいろな言語の関係を表現する描画活
動である。 
 言語ポートレートを活用し、移動の経験に
より育まれる、従来の外国語能力評価基準で
汲み取れない力の例示的記述を引き出せな
いだろうか。本研究では、外国語学習に関わ
る主観の自省とその言語表現化を促す方法
論、日本の大学生のポートレートの特徴とこ
の活動を導入する利点、移動経験者のポート
レートに表現される「複言語複文化能力」の
例示について、検討した。 
 
３．研究の方法 
 言語ポートレートは、描く活動と、描いた
ものを説明する活動からなる。体の形の図を
配り、フェルトペンを使って、いろいろな言
語との関係を表す自分の姿を描いてもらう。
髪、服や靴を加えてもいい。描いた後、自分
のポートレートについて説明する。描画は思
考の表現化であると同時に、思考をうながす
ものである。思考の断片を集めながら言語ポ
ートレートを描き、説明の中でそれらは有機
的につなげられる。臨床心理の領域でも、描
画は、とくに言語表現のつたない子どもの内
的世界を知るために活用されることがある
が、それとは異なり、言語ポートレートの解
釈は、調査者ではなく描いた者が自身で語る。
語っている間にも、ふりかえりが進むことが
ある(Castellotti et Moore, 2009 : 52-54)。 
 自画像の中に描きこまれる言語イメージ
は、単に周囲で共有されるイメージの言い換
えとはならず、学習の経緯や使用における態
度、能力自己評価、将来の活用等、多くの要
素を反映する。適応のために隠されている言
語も表われる。複数言語リソースの相対化に
より、また自分との関係に特化により、従来
の単一言語イメージ調査とは違った主観的
意味世界が表現される。 
 
４．研究成果 
(1) 周囲の価値観への適応 
 日本の大学１年生のポートレートによく
見られる傾向として、学校で習う外国語に対
して、親しみや愛着よりも、能力評価、学習
意欲、学習義務感が優先されることがあげら
れる。好き、楽しい、大切といった言葉より
も、勉強している、できない、勉強しなきゃ
いけない、うまくなりたいといった言葉が多
い。将来の活用は表現されるが具体性はなく、
職業的か私的領域か区別されていない。実際
の使用描写も少ない。運用経験の少ない言語
リソースとの関係では、学校内価値観への適
応を優先し、個人的な情緒を認めにくいと言
える。彼らがためらわずに親密さを表すのは
ほとんど第１言語（母語）だけだった。 
 新しく始めた言語への関心の一方で、英語
の義務感でそれを抑圧しているという証言
もあった。 



 ソビエゼク(1995)によるセルフポートレー
ト写真の三分類、描写、夢、自己の複層性を
想起しておきたい。19世紀末、高級な室内装
飾を背景に着飾った肖像写真が、経済的地位
の誇示のために機能したのは、それを演出の
ないありのままだと見る約束があったから
である。しだいにその前提の信用度は下がり、
技術の発達とともに虚像を作り出す歪曲の
多様なアイディアが生まれた。夢や内心の動
揺を表すパフォーマンスになった。その擬装
の先で、社会的期待どおりの自分と、それに
居心地の悪さを感じる自分、自分の中の複層
性が見つめられるようになる。 
 大学１年生の言語ポートレートでは、実際
の学習や使用状況を描写しているものが多
いが、そこに夢の領域を加えているものもあ
る。しかし、周囲の価値観への適応義務感と
独自の価値観の間の葛藤、自己の複層性にた
どり着くのは少数である。 
 外国語教員にとってはとくに、複言語複文
化能力は日常的なものにちがいない。他方、
教室においてその力を明示的に目標化せず、
母語話者基準を採用するなら、学生達は、そ
の基準から見て断片的なリソースを過少評
価するだろう。断片的能力の戦略的活用も
「使いこなせる」の範囲であることを学ぶの
は、教室外のそれぞれの経験にまかされてい
る。教室外の使用経験が少ない学生達は、移
民の子どもと同じく、学校で自明とされる価
値観の中で、固有の言語の価値を認められな
いでいる。 
 
(2) 学校と正統な価値観 
 フランスの社会学者ブルデューは、金銭に
換算できなくても人からの尊敬や信用、社会
での評価といった利益を生む文化的要素を
文化資本と呼んだ。たとえば学歴や資格は、
売買できないが尊敬や信用に加え、高収入に
結びつくことのある制度化された文化資本
だが、そのほか、人間関係、知識、技能、教
養、趣味、言葉づかいも含まれる。ブルデュ
ーは、1960年代後半からさまざまな調査を行
ない、社会構造と人々の行為の相互依存関係
を明らかにした。ひとつの社会の中では、階
級やグループごとに似通った生活様式が選
ばれる。どのようなものが尊敬や信用、高い
収入に価する文化資本か、イメージとして共
有される構造が一方にあり、正統な文化資本
を所有している階級は、その正統性を守り子
どもにも相続しようとする、そうでない階級
は、正統な文化資本を目標にする、あるいは
引き立て役を自認することで正統性の承認
に参加するという行為がもう一方にある。近
代の学校は、階級の差別なく正統な文化資本
を身につけさせ、社会的地位上昇の機会均等
を保障する制度であると同時に、社会で正統
とされる価値と共謀する関係にある。ブルデ
ューは、フランスではパリに生まれてパリ風
のアクセントを持つ人は学校でよい成績を
得られ、その成績が給料の額につながるとい

う例をあげていたが、学校は「ある者は正統
的慣習行動をおこなう者として評価の高い
位置づけへ、またある者はこれをおこなわな
い者として評価の低い位置付けへと振り分
けていくことにより、彼らの抱いているさま
ざまな希望や要求、自己イメージや自己評価
を操作」する場である(1990 :41)。だから、外
国から来た子どもや同じ国の別の地方から
来た子どもの多くは、新しい社会や学校では、
前にいた所で覚えた言語や家庭で使ってい
る言語が低い評価を受けることを敏感に感
じとり、それを隠す。 
 日本の大学１年生の言語ポートレートの
なかにも、日本語が、周りの日本人に溶け込
むために身にまとうもの、母親の国で生まれ
たことや自分の国籍が父親の出身国にある
こと、家のなかに別の言語があることを隠す
ためのものとして表現されたものが見つか
る（図 1）。 

図 1 
 
 学校は、個人の経験と固有のアイデンティ
ティに即した言語資本全体の発展を支援し
に く い 制 度 で あ る 。 Coste, Moore et 
Zarate(1997/2009)は、複言語複文化能力を定
義するなかで、１つの社会の正統な価値観へ
の参加から逃れ、他者と関わる能力を重視す
る。 
 
(3) 移動の経験とポートレートの変化 
 １ヶ月に満たない短期留学の後でも、言語
ポートレートには変化があらわれる。「うま
くなりたい」「勉強している」「勉強したい」
という表現が、「使っていろいろなことをし
てみたい」「話せる」という表現に替わる。
学校的価値観から独立し、現在の自分と言語
との関係、すなわち言語レパートリーの新し
い価値を積極的に認めるようになる。「学習
者」としての自画像が、部分的能力を活用し
て行動する「社会的行為者」の自画像に変わ
る。断片的な言語文化リソースの戦略的な活
用は、自分の持つ言語文化レパートリーにつ
いて、周囲で一般的な価値観に距離を置き、
レパートリーに関する固有の価値を見つけ
ることにより、推進される。 
 言語ポートレートは、個人的な言語価値の



意識化をうながす場であり、また同時に、そ
の意識化の結果を証明するツールとして活
用できる（図 2）。 

図 2 
 
 約１年の長期留学の後では、言語の種類や
体の部位の意味づけにも変化が見られた。留
学後は、相手による言語の使い分け、言語的
正確さより気持ちを伝える力といったコミ
ュニケーション戦略上の価値と、他方、自信
や愛着という情意的な価値が意識化され、習
熟度や夢は後景となる。言語の価値が複層化
する。 
 アイデンティティも複層化する。ある言語
ポートレートでは、留学先で外国人扱いされ
ること、日本人のステレオタイプとして見な
されることに対する否定的な感情を経て、日
本人性を「公の個性」という取り外し可能な
ものとして引き受けるようになる変化が表
現された。アイデンティティを使い分け、期
待される自分の属性を演出する態度を身に
つけている。 
 Anquetil (2006)は、留学で得られる異文化間
コミュニケーション能力の１つとして、「外
国で出会った人が自分の出身国に抱くイメ
ージの一部に賛成し、安心させる」という項
目をあげている。また、「外国人」として扱
われることをしだいに受け入れるようにな
ったという移動経験者の証言は、川上(2010)
や、Coste ら(1997/2009)が論考のおわりに掲
載したインタビュー報告にも見つかる。留学
送り出し側の外国語の教室では、目標文化に
関する知識を重視する一方、こうした態度に
ついては、独学にまかせてこなかったか。外
国語教育は、言語文化間をつなぐ人の育成を
になうはずが、むしろ境界を強調してきた。
グローバル化の進む今日、周辺あるいは間
（あいだ）にいるという「独特なストラテジ
ー (Coste et al.1997/2009 : 17)」の承認まで、
外国語教育の範囲を広げられるのではない
か。 
 また、他者経験という資本の発展は、家族
の文脈において考察することもできる。移民
の第１世代が、次世代の社会的移動のために
移動先の社会での正統性と、他者経験という
資本の価値を同時に認め、その間の交渉をす

る力は、次世代において、正統性から逃れて
いることのより明確な価値化として発展す
る。 
 
(4) 複数性について 
 複言語複文化能力とは、複数の言語文化リ
ソースが単に併存するレパートリーからコ
ミュニケーション上有効なものを選ぶ運用
ではない。価値観のあいだの行き来やアイデ
ンティティの交渉により創出されるもので
ある。その発展は、地理的、言語的、文化的
移動のなかでつくられる複層的な自己イメ
ージの発展と言える。（Zarate, Lévy et Kramsch 
2008 ; Kramsch, 2009） 
 ただし、言語の名前や区別は、じつは政治
的な力学と恣意的な分類、選別の結果である。
二言語家庭の子どもが、レパートリー全体を
ひとつの言語と考えていて、学校で初めて自
分は二言語使用者だと知るケースも報告さ
れている(Makoni and Pennycook, 2012 : 445)。
「二言語」と数えるのは、従来の言語学的見
地でしかない。人々の言語レパートリーに複
数の構成要素を数えて「複言語」と呼ぶこと
自体、正統な制度に与することになる。この
制度を超えて多様なアイデンティティを育
成する方法がたしかに求められている。 
 言語ポートレート調査のなかでも、同じ位
置に二言語を重ねて描いたあとで、「分ける
ことはできない、レパートリー全体でひとつ
の自分の言語」と言う学生もいた。 
 言語ポートレートの指示を工夫しても、調
査者に対する説明では社会的な価値観に則
した言語の名前が優先される。さらに自由な
発想の表現を受けとめる言語バイオグラフ
ィ・デザインを考えている。 
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